
安全・安心な
みらいを創る。
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災害に備える 問 防災課

消火栓数

1,373 基

〇食物アレルギー対応食品を積極的に備蓄
〇 10年保存できる飲料水を備蓄

福祉避難所数

5 カ所
※ペット同伴避難所を含む

指定避難所数

30 カ所

〇１月、国内で産業用ドローンの開発などを手掛ける㈱ACSL と「ドロー
ンを活用した災害時等における支援活動等に関する協定」を締結

災害協定件数

62 件

写真左から㈱ ACSL 鷲
わ し や

谷聡
さ と し

之代表取締役 CEO、
小田川市長

〇交差点部に車止めを設置し、車両
の進入による重大事故を未然に防止
〇横断歩道の歩道だまりに待機する
歩行者の安全を確保

〇歩道を整備し、歩行者が安全
安心に移動できる空間を確保

〇通学路に路面標示を設置
し、車両に対して注意喚起を
行い、歩行者の安全を確保

道路の安全対策 問 建設課、防災課

〇愛媛県新居浜市内の事故を踏まえ、
令和６年度、市で管理するすべての
カーブミラーの緊急点検を実施し、早
急に対応

点検総数点検総数

1,8501,850 基基

緊急対応緊急対応

1414 基基

〇防災アプリ「つくばみらい市防災」に加え、令和６年 10月から新たに
「市 LINE 公式アカウント」でも防災情報を 24 時間どこでも閲覧可能
〇ハザードマップも確認できるうえ、避難所の場所や開設状況も一目瞭然

防災アプリのダウンロードはこちら

災害情報を確実に伝達 問 防災課、行政経営デジタル戦略課

市 LINE 公式アカウントの
お友だち追加はこちら

犯罪を抑止する取り組み 問 防災課、生活環境課

〇防犯パトロールや注意喚起のぼり旗の設置、警
察や市と共に防犯キャンペーンを実施するなど
のボランティア活動を行っている防犯協会に対
し、防犯運動推進のため補助金などで活動を支援

防犯活動の支援

不法投棄の抑止

監視カメラ数

7 基

パトロール件数

243 件

令和 6 年度

〇不法投棄されやすい場所に監視カメラを
設置しているほか、毎年パトロールを実施

事故・犯罪の抑止

街頭防犯カメラ数

68 基

〇交差点や公園など、人通りが多い
場所に街頭防犯カメラを設置
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